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glass の sec() 則からずれることを確かめ，実験に適合する関係を見出している。
(2) ある入射角についての二次電子放出係数の入射エネルギー値依存度を調べ，これから逆に入射粒
子ビームの平均エネルギーを推定できるとし，その誤差の範囲を確かめている。
(3) 以上の方法と推論がイオンビームについても成立することを実験的に確かめている。
(4) このような方法によって確かめられるのはプラズマ表面近傍のイオン温度であるとし，その値を
使用してシミュレーションにより，中心温度の推定を行っている。そして径方向のプラズマパラメ
ータ分布のモデルの相遠による誤差はファクター 2 以内であることを確かめている。
以上の結果は keV 以上のイオン温度をもっ，プラズマの計測ならびに診断に有力な知見を与えるも
であり，プラズマ理工学ならびに核融合研究の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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